
Activity  Report

青中事業
平成30年度
新春懇談会

親睦事業
新 年 会

　

平
成
31
年
1
月
19
日（
土
）19
時
よ

り
、
い
わ
し
屋
に
て
新
年
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
土
肥
チ
ー
フ
の
下
、
新
年

会
が
ス
タ
ー
ト
！「
福
井
県
機
械
工
業

協
同
組
合
」岩
下
理
事
長
様
、
河
野

副
理
事
長
様
、
中
山
副
理
事
長
様
、

松
浦
副
理
事
長
様
、
玉
村
事
務
局
長

様
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
お
話

を
頂
き
、
会
員
一
同
大
変
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

平
成
最
後
の
新
年
会
事
業
が
初
チ
ー
フ
と
な
り
た
だ
な
ら

ぬ
緊
張
の
中
ひ
と
ま
ず
事
業
を
無
事
完
了
出
来
た
事
に
ほ
っ

と
し
て
お
り
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
通
り
本
気
で
や
っ
て
み
る

と
、
何
事
も
な
ん
と
か
な
る
も
の
で
す
ね
。
そ
れ
も
こ
れ
も

や
は
り
チ
ー
ム
の
皆
様
の
ご
協
力
な
し
で
は
事
業
と
し
て
成

り
立
た
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
反
省
点
も
何
点
か
あ
り
ま

し
た
が
、
失
敗
で
き
る
場
所
、
機
会
を
あ
た
え
て
く
れ
た
事

に
対
し
て
青
年
会
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
誰
か
の
名
言
で

「
人
生
に
失
敗
が
な
い
と
、
人
生
を
失
敗
す
る
」ま
さ
に
青
年

会
は
成
長
で
き
る
場
で
あ
り
、
本
気
だ
か
ら
こ
そ
失
敗
を
生

か
せ
る
場
所
と
仲
間
が
い
る
の
だ
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

青中事業 セミナー④
人材不足のお悩みを解決！？
社員が辞めない職場づくり

　

平
成
31
年
2
月
28
日（
木
）福
井

県
中
小
企
業
産
業
大
学
校
に
て
、

第
4
回
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ネ
ク
ス
テ
ク
ノ
就
労
継
続
支
援

A
型
事
業
所
の
足
田
耕
二
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、
離
職
者
が
増
え
る

原
因
の
改
善
策
、
企
業
や
個
人
の

方
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
指
導
方
法
、

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
プ
ラ
ス
で
き
る

も
の
、
不
足
し
て
い
る
も
の
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

M
achine Topia

N
EW

S
 vol.74

平
成
31
年
3
月
25
日  

編
集
・
発
行
／
福
井
県
機
械
工
業
青
年
会

広
報
担
当
／
木
下
、小
竹
原
、嶋
野
、藤
岡
、増
田
、吉
中
、河
合（
幹
事
）

　
　
　

【担当チーフ】
土肥秀之氏氏

「東洋溶材株式会社」

有限会社岡山鉄工所会員名 会社名岡山周市氏
21歳に入会して約24年間在籍しておりました。入会した当時はまだアナログで出欠回答も電話やFAXしかなく、携帯も
全ての人が持っているわけではありませんでした。打ち合わせも会員の家や会社などで行い、気が付けば打ち合わせより
お酒を飲んでいる時間が長かったような気がします。
事業もその後色々問題になった忘年会や南条駅からの鉄工会館までの競歩大会、一酸化炭素中毒になりかけた反省
会など他では絶対できない貴重な経験が出来ました（笑）勿論それだけではなく、その後酒の席での仲間同士にしかでき
ない話や相談、助言などをもらい「俺だけじゃないんだ」と肩の力が抜けたことも、今となってはいい思い出です。
振り返ってみると良い事も悪いことも含め、間違いなく自分の人生にプラスになったことは確かです。
青年会は卒業となりますが、後輩たちにいい背中を見せられるよう日々精進致します。長期に渡りお世話になりました。

有限会社藤岡鉄工会員名 会社名藤岡昌也氏
平成21年の終わり頃に入会いたしまして早いもので9年、体感で5～6年かと思っていたのですが、あっと言う間の9年間
でした。
初めの頃は、「自分はなんて場違いなところに来たのだろう」と、行くのがとても辛かった時期もありましたが、先輩方から様々
なご指導やお話を聞いているうちに、いつの間にかこの青年会に参加するのが当たり前になっていきました。また、様 な々事
業もこの青年会に入らなければ一生経験出来なかった様な物ばかりで、過去にはさらに変わった事業もあったらしく、なぜ
自分はその時入会していなかったのかと後悔するくらいです。
皆様もそんな後悔の無い様に、これからの事業を一つでも多く参加していってください。最後に当会のさらなる発展と、皆様
のご活躍をお祈りいたします。ありがとうございました。

有限会社山喜工業会員名 会社名吉谷信彦氏
私は2008年に入会させていただき、約10年間在籍させていただきました。約13年前に福井に移住し、自社にて技術を
習得していましたが、知り合いもいない業界の事もよく分からないまま過ごしていた私にとって、青年会とその会員の皆様との
出会いは感謝の一言につきます。事業に参加する毎に様 な々刺激を受け、事業チーフ等を担当する中でたくさんの知識、
考え方、引き出しを得ることができました。なにより沢山の素晴らしい仲間と出会えたことが一番の宝物です。青年会に入会
しなければ会社を動かす事など深く考えずに漫然と過ごしていたと思います。「本当に入会して良かった。」その一言しかあ
りません。本当にありがとうございました。
最後になりますが青年会の益 の々発展と皆様のご多幸をお祈り申し上げます。

有限会社三都テック会員名 会社名渡辺多章氏
私は平成16年の宇野歯車工業㈱　宇野善典会長時に入会させて頂きました。
様 な々事業、チーフや役員、そして会長職を経験させて頂いた事、雑談や冗談混じりの会話、青年会で過ごした全ての
時間とライバルでもある先輩や後輩、仲間の存在があったからこそ、今の自分があると断言できます。青年会としての姿勢を
学び、それが経営者としての姿勢に繋がっているという事を肌で感じ得られる魅力的な場所でした。全てを言い尽くせませ
んが、OB先輩方や現会員方には本当に感謝の言葉しかありません。これから先も自分のやりたいことに挑戦できる会で
あり、どこよりも魅力ある会であり続けることを願っています。長い間、本当にお世話になりました。有難うございました！

Congratulations on your Graduation！ご卒業、おめでとうございます。

　

平
成
31
年
1
月
12
日（
土
）に
平
成
30
年
度
新
春
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
部
は
芦
原
温
泉
旅
館
協
同
組
合
会
館
に
て「
福
井
が
誇
る
地
酒
と
酒
器 

〜
福

井
の
魅
力
再
発
見
〜
」の
テ
ー
マ
で
久
保
田
酒
造
合
資
会
社
の
代
表
社
員
で
久
保

田
直
邦
氏
、
越
前
焼
青
年
部
会
窯
元
で
や
わ
ら
ぎ
工
房
代
表
の
清
水
和
也
氏
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
地
酒

と
酒
器
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た
だ

き
ま
し
た
。
第
2
部
は
、
あ
わ

ら
温
泉「
花
の
宿
福
寿
」に
て
交

流
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
様
々

な
業
種
の
方
と
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
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Activity  Report

OP事業②
パートナーズ
パーティー

交流事業
企業参加型例会

親睦事業 慰労会
マシントピア

フォトロゲイニング
　

平
成
31
年
2
月
17
日（
日
）

W
A
V
E
40
に
て
企
業
参
加
型

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小

池
チ
ー
フ
の
下
、
会
員
企
業
社

員
の
方
に
も
参
加
し
て
頂
き
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通
し
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
に

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
な
い
マ
シ
ン
ト

ピ
ア
流
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

一
致
団
結
し
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ボ

ウ
リ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
17
日（
日
）W
A
V
E
40
に
て
2
月
例
会「
企
業
参
加
型

例
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」を
開
催
致
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ご
参
加
い

た
だ
き
き
ま
し
た
会
員
企
業
5
社
、
社
員
26
名
の
方
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
例
会
を
通
じ
て
会
員
と
会
員
企
業
社
員

間
の
大
い
な
る
交
流
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
て
、
混
合
チ
ー

ム
編
成
、
毎
フ
レ
ー
ム
自
己
紹
介
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
等
を

企
画
し
た
事
も
あ
り
、
当
日
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
と
て
も
賑
や
か
な

例
会
と
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
本
例
会
で
出
来
た
ご
縁

や
絆
が
会
員
や
会
員
企
業
の
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
最

後
に
、
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
は
趣
旨
を
理
解
し
例
会
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

平
成
31
年
3
月
9
日（
土
）山
澤
チ
ー
フ
の
下
、
慰
労
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
1
部
に
マ
シ
ン
ト
ピ
ア
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
マ
シ
ン
ト
ピ
ア
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と

は
、
会
員
企
業
前
で
写
真
を
撮
っ
て
訪
れ
た
会
社
の
ク
イ
ズ
に

解
答
し
て
い
き
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
く
企
画
で
し
た
。
普
段

訪
問
す
る
こ
と
の
な
い
会
員
企
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
第
2
部
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
リ
ラ
イ
ム
2
Ｆ

カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
に
て
表
彰
＆
慰
労
会
を
開
催
。
1
年
間
で

成
長
し
た
姿
を
映
像
に
て
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間

M
V
P
は「
チ
ー
ム
ヨ
ン
パ
チ
」に
て
行
わ
れ
た
忘
年
会
担
当
チ
ー

フ（
有
）岡
山
鉄
工
所
、
岡
山
周
市
さ
ん
が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
2
月
23
日(

土
）カ

ル
ボ
ナ
ー
ラ
ア
ギ
ー
に
て
、
第
10

回
目
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
組
24
名
の
参
加
で
8
年
ぶ

り
の
嶋
野
チ
ー
フ
が
気
合
の
入
っ

た
パ
ー
テ
ィ
ー
を
進
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
久
々
再
会
の
奥
様
方
や

初
対
面
の
奥
様
も
お
ら
れ
る
中
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
お

食
事
を
堪
能
致
し
ま
し
た
。

　

名
司
会
者
、
土
橋
先
輩
か
ら
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
、
ま
た
約
8
年
ぶ
り
の
チ
ー
フ
と
言
う
事
で
、

は
じ
め
て
チ
ー
フ
を
し
た
時
の
緊
張
感
を
思
い
出
し
な
が
ら
の
準
備
と
な
り
ま
し
た
が
、
妻
と一

緒
に
会
場
を
下
見
し
た
り
、
景
品
を
選
ん
だ
り
と
楽
し
み
な
が
ら
事
業
を
企
画
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
開
宴
は
じ
め
は
、
例
年
通
り
全
体
的
に
や
や
緊
張
し
た
空
気
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
お
し
ゃ
べ
り
に
花
咲
い
た
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
今
回
め
で
た
く
ご
卒
業
と
な

る
会
員
の
奥
様
へ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
感
謝
を
伝
え
る
事
が
で
き
、
奥
様
か
ら
多
く
の

言
葉
を
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
本
事
業
は｢

パ
ー
テ
ィ
ー｣

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

普
段
の
私
服
で
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
料
理
や
気
軽
な
会
話
を
楽
し
ん
で
頂
く
内
容

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
子
様
の
都
合
な
ど
、
難
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
お
願
い
す
る
事
業

で
あ
り
ま
す
が
、
次
年
度
も
多
く
の
ご
家
族
と
交
流
し
、
青
年
会
の
絆
を
深
め
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

車
で
会
員
企
業
を
巡
る
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
と
ス
ピ
ー
チ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
青

年
会
活
動
を
通
じ
て
交
流
し
て
お
り
ま
す

が
、
実
際
に
会
社
に
行
く
機
会
は
少
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
ス

ピ
ー
チ
で
は
、
心
の
慰
労
を
目
的
に
青
年
会

に
対
す
る
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
時

間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
今
回
の
事

業
が
お
互
い
を
知
り
、
さ
ら
に
絆
を
深
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
青
年
会
活

動
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

オカモト鐵工株式会社会員名 会社名岡本雅靖氏
青年会に入会し、ソフトボールのチーフや、最後は新年会のチーフ等をさせて頂きましたが、色 と々皆様の助けを頂きなが
ら、なんとか事業をさせて頂いた事を思い出します。　私にとってこの青年会は、失敗も含め様 な々経験をさせて頂けた場
でありました。私は建設鉄工青年部会に属しており、鉄工業界の会員ではありましたが、ニックネーム『オカテツ』をつけて
頂き、青年会の諸先輩や、様 な々会員には、何かと温かいお言葉をかけて頂き、青年会員としての仲間（絆）を感じさせ
て頂きました。本当に有難うございました。感謝しております。今後とも、このご縁を大切にして参りたいと思っておりますので、
卒業後もお付き合いさせて頂けましたら幸いかと存じます。
最後に、機械工業青年部会の益 の々ご発展、また会員の皆様のご多幸・ご健勝をご祈願致しまして、御礼申し上げます。
長い間、皆様には大変お世話になり、誠に有難うございました。

株式会社イワシタ会員名 会社名岩下大介氏
改めて振り返ると17年もの長きに渡り、この青年会では本当に沢山の勉強をさせて頂き、また沢山の思い出を作ることが
出来ました。その中でも一番なのは創立55周年の会長を務めたことです。その時の思いは今も変わりません。
「MACHINETOPIA Spirits   ～変えてはいけないもの、変えるべきもの～」変えてはいけないもの - 諸先輩方から脈々
と受け継がれてきた歴史や伝統、変えるべきもの - 時代の流れにより求められるものを考えた事業。同じチームメンバーに
なった人にはこの思いを伝えてきたつもりですし、皆さんが福井県機械工業青年会を更に素晴らしい団体にしてくれると信
じています。最後に各会員企業の益々のご発展、そして皆さんがこの青年会を通じて大きく成長されることを心より祈念い
たしまして卒業にあたっての言葉とさせて頂きます。本当にありがとうございました！

【生年月日】平成30年12月12日
【続柄】㈱毛利機械製作所
毛利清隆氏の次女

毛利 心結ちゃん

も う  り      み   ゆ

【担当チーフ】
嶋野寛之氏

「株式会社シマノ」

【担当チーフ】
山澤愼也氏

「山澤鋼材株式会社」

【担当チーフ】
小池啓利氏
有限会社

大興エンジニアリング
「 」

今期をもってご卒業されます7人の先輩方からメッセージを頂きました。長い間本当にお疲れ様でした。そして、ありがとうございました！

Congratulations on your Graduation！ご卒業、おめでとうございます。

Activity  Report

親組合事業
平成30年度
県外視察研修

　

平
成
31
年
3
月
8

日（
金
）〜
9
日（
土
）

1
泊
2
日
に
よ
る
県
外

視
察
研
修
会
が
あ
り
ま

し
た
。
㈱
M
S
T
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
様
工
場
見

学
や
、
元
離
宮
二
条

城
、
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広報より

会員名

小竹原鉄工株式会社会社名
小竹原一嗣氏

1年間を通し広報をさせて頂きました。その中で、
読んでいただける親組合の皆様や青年会会員
の皆様、また他府県組合の皆様に広報誌を通
し、福井県機械工業青年会の活動をPRできる
か、表現力や文章力など難しい部分ではござい
ましたが、皆様の熱い想いとご協力で無事終え
ることが出来ました。ありがとうございました。

げんきでちゅ

エイトシステム株式会社会員名 会社名永善友之氏
平成13年、28歳の時に青年会入会。色んな経験を積ませて頂き、だいぶ薄くなった平成24年に青年会会長、平成28
年には青年中央会会長も歴任させて頂き、心も体も大きく育ちました。この長いようであっという間だった18年間で得たもの。
一番は仲間かな。でもこれは本気で青年会活動に取り組んでいる皆さんそれぞれが違うものだと思います。無理して参加し
て、そこで得たものを活かす。これの繰り返しで得るそれぞれの宝物なんです。
そんな宝物をたくさんくれた青年会に心から感謝し、今後益 の々発展を祈念しまして卒業コメントとさせて頂きます。
『もし青年会に入会していなかったら、今頃どんな経営者になっていただろう…』考えるだけで怖いわ（笑）。

本年度誕生した

青年会員のお子様
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